
　太郎君の家族は家を建て、お風呂の浴槽も新しくしました。太郎君とお父さんは、お風
呂の浴槽に入るお湯の量について話し合っています。 

太　郎　：古い浴槽は直方体だったけど、新しい浴槽は何か複雑な立体だね（図1）。 

 

 

 

 

 

 

 

お父さん：新しい浴槽のほうが大きい感じがするけど、古い浴槽よりも何％かお湯が少な
くてすむんだよ。約何％少なくなるか考えてごらん。 
 
太郎君は、古い浴槽いっぱいに入るお湯の量を求めてみました。浴槽の長さは、す
べて内のりの長さとしています。 

太　郎：古い浴槽は直方体だから、体積を求める公式が使えるね。 
まず、体積は55×125×40＝275000cm3になる。次にお湯の量をLで表すと、
1000cm3＝1Lだから、275000cm3＝275Lになるね。 

〔問題1〕太郎君はこの後、新しい浴槽は古い浴槽に比ぺてお湯が約何％少なくなるかにつ
いて考えました。求め方を式を使って書きなさい。また、答えは四捨五入して小数
第1位まで求めなさい。 

40cm

55cm

125cm
55cm

60cm 130cm

60cm 40cm

25cm

40cm

125cm

40cm

60cm 40cm30cm

130cm

25cm
15cm40cm

古い浴槽 新しい浴槽

図1

〔問題1〕

％



解答 

〔問題1〕 

色のついた面を底面として、角柱の体積と考えるのがよいでしょう。 
色のついた面の面積が40×130−（30×40÷2＋15×40）＝4000（cm2）で、高
さを奥行きの60cmとすると体積は4000×60＝240000（cm3）＝240Lです。 
次に、お湯の割合ですが240÷275＝0.8727･･･→87.3％になりますから、少なく
なった割合は100−87.3＝12.7％となります。 

角柱とせずに直方体2つと、直方体の半分（左のななめの部分）とすると 
60×40×25＝60000･･･右側 
60×60×40＝144000･･･中央 
60×30×40÷2＝36000･･･左のななめの部分 
で、合計が60000＋144000＋36000＝240000（cm3）と求められ、以下同様で
す。

〔問題1〕

％12.7

40×130−（30×40÷2＋15×40）＝4000（cm2） 
4000×60＝240000（cm3）＝240L 
240÷275＝0.8727･･･→87.3％ 
100−87.3＝12.7（％）


